
人
種
差
別
と
は
何
ぞ
（
一
） 

令
和
二
年
八
月 

加
藤 

淳
平 

人
種
差
別
と
は
い
か
な
る
も
の
ぞ
。
我
、
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
に
行
き
し
初
め
、
ア
ジ
ア
人
な
る
が
故
の

差
別
を
受
く
。
フ
ラ
ン
ス
の
差
別
に
、
二
つ
の
特
徴
あ
り
。
一
に
、
庶
民
に
ほ
ぼ
差
別
の
意
識
も
態
度
も

無
く
、
差
別
感
強
き
は
、
下
層
知
的
階
層
の
人
々
に
し
て
、
時
に
行
動
に
そ
を
表
す
。
二
に
、
斯
か
る

人
々
と
て
、
差
別
は
、
人
種
的
な
ら
で
、
言
語
的
・
文
化
的
に
て
、「
異
人
種
の
人
」
よ
り
、
「
フ
ラ
ン
ス

語
を
話
さ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
乃
至
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
を
敬
せ
ざ
る
人
」
を
差
別
の
對
象
と
す
。
我
、
日

本
に
て
長
年
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、
該
國
到
着
後
短
期
間
に
、
會
話
に
も
習
熟
し
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
赴

き
た
る
當
初
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
を
心
よ
り
崇
敬
し
居
れ
ば
、
我
が
差
別
を
受
け
た
る
は
、
最
初
の
二
、

三
月
の
み
な
り
き
。 

斯
く
短
き
期
間
な
れ
ど
、
そ
の
間
に
受
け
た
る
差
別
に
對
す
る
嫌
惡
感
と
、
差
別
せ
る
者
に
對
す
る
憎

し
み
、
如
何
な
る
言
葉
も
て
、
表
現
す
る
能
は
ん
。
今
も
、
そ
を
想
起
す
る
度
に
、
身
内
よ
り
沸
き
出
づ

る
憎
惡
の
念
の
、
身
體
全
體
を
打
ち
震
は
し
め
、
邊
り
に
人
無
く
ば
、
齒
ぎ
し
り
し
て
、「
こ
の
野
郎
」、

「
こ
ん
畜
生
」
な
ど
、
大
聲
に
罵
ら
ん
ず
る
衝
動
を
、
抑
ふ
る
こ
と
難
し
。 

そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
語
會
話
に
習
熟
せ
る
後
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
多
數
と
友
人
關
係
を
結
び
、
第
三
國
に

て
も
、
多
く
の
該
國
人
と
親
し
く
交
際
す
。
見
知
ら
ぬ
フ
ラ
ン
ス
人
あ
ら
ば
、
ほ
ぼ
一
瞬
の
う
ち
に
、
こ

の
人
の
、
差
別
を
事
と
す
る
者
な
る
や
、
そ
を
嫌
ふ
者
な
る
や
を
見
抜
く
勘
を
身
に
付
け
た
れ
ば
、
前
者

は
相
手
と
せ
ず
、
後
者
な
り
と
思
は
る
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
て
話
し
掛
く
。 

フ
ラ
ン
ス
人
の
十
中
八
九
、
社
交
的
に
し
て
、
人
な
つ
っ
こ
き
性
格
な
れ
ば
、
自
國
外
の
、
英
語
の
廣

く
通
用
せ
る
世
界
に
、
外
國
人
の
、
自
國
語
に
て
話
し
掛
く
る
を
悦
ば
ざ
る
は
尠
し
。
況
し
て
多
く
の
フ

ラ
ン
ス
人
、
日
本
乃
至
日
本
人
の
、
自
國
と
そ
の
文
化
を
愛
好
す
る
を
知
れ
ば
、
些
か
の
優
越
感
も
て
、

日
本
人
に
は
好
意
を
抱
く
。
況
ん
や
日
本
人
の
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
操
る
に
於
て
を
や
。
忽
ち
心
を
許
し
、

「
世
界
各
地
を
旅
行
せ
る
も
、
フ
ラ
ン
ス
の 

如
き
麗
し
き
國
土
に
も
、
パ
リ
の
如
き
美
し
き
都
市
に
も
、
逢
ひ
た
る
こ
と
無
し
、
云
々
」
等
の
自
國
礼

讚
を
始
む
。
確
か
に
フ
ラ
ン
ス
は
麗
し
き
國
土
に
し
て
、
パ
リ
は
美
し
き
都
市
な
れ
ど
、
渠
等
が
手
放

し
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
に
は
、
些
か
食
傷
せ
ざ
る
無
し
。 

さ
れ
ど
暫
し
我
慢
し
て
、
之
に
附
合
は
ば
、
我
が
未
だ
知
ら
ぬ
地
の
、
安
價
な
れ
ど
清
潔
に
し
て
、
フ

ラ
ン
ス
語
の
良
く
通
ず
る
宿
舎
を
教
示
し
呉
る
る
等
、
有
益
な
る
情
報
を
得
る
こ
と
多
し
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ら
ば
、
斯
か
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
せ
ば
、
快
適
に
旅
行
す
る
を
得
る
な
り
。 



斯
く
我
、
國
土
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
と
、
よ
き
フ
ラ
ン
ス
人
と
の
交
際
な
ら
ば
、
之
を
嫌
ふ
に
非
ざ
る

も
、
最
初
の
該
國
到
着
時
の
差
別
は
、
い
つ
ま
で
も
忘
る
能
は
ず
。
外
務
省
に
於
け
る
我
が
專
門
語
學
、

フ
ラ
ン
ス
語
な
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
國
内
の
ポ
ス
ト
を
提
示
せ
ら
る
る
こ
と
多
か
れ
ど
、
そ
を
悉
く
受
け

ず
、
結
局
我
一
生
、
二
度
と
フ
ラ
ン
ス
國
内
の
ポ
ス
ト
に
赴
く
こ
と
無
く
了
り
ぬ
。
２
０
１
５
年
フ
ラ
ン

ス
に
、「
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ド
」
事
件
な
る
も
の
起
こ
れ
り
。
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、「
シ
ャ
ル
リ
・

エ
ブ
ト
」
と
報
ず
る
も
、「
エ
ブ
ド
」
と
は
「
週
刊
紙
」、「
シ
ャ
ル
リ
」
と
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
チ
ャ
ー
リ

ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
」（
但
し
今
の
週
刊
紙
関
係
者
は
米
漫
画
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
の

こ
と
な
り
と
説
明
す
。
そ
は
現
在
の
一
定
年
齢
以
下
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
は
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
よ
り
ピ
ー
ナ

ッ
ツ
の
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
よ
く
知
ら
れ
た
る
故
な
ら
む
も
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ブ

ラ
ウ
ン
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
と
異
な
り
、
諷
刺
の
指
針
と
な
り
得
る
人
物
に
非
ず
）
の
こ
と
な
れ
ば
、「
週
刊

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
」
と
す
る
が
、
讀
者
に
親
切
な
る
譯
な
ら
む
（
さ
れ
ど
本
稿
に
て
は
紙
名
を
「
シ
ャ
ル

リ
・
エ
ブ
ト
」
と
す
）。
こ
の
「
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ト
」、
國
内
・
國
外
の
事
象
を
、
揶
揄
・
嘲
笑
す
る
フ

ラ
ン
ス
式
左
翼
諷
刺
・
ユ
ー
モ
ア
週
刊
紙
に
し
て
、
諷
刺
畫
を
多
く
掲
載
す
。 

フ
ラ
ン
ス
式
ユ
ー
モ
ア
な
る
は
、
自
ら
を
嗤
ふ
を
主
眼
と
せ
る
英
國
風
ユ
ー
モ
ア
と
異
な
り
て
、
フ
ラ

ン
ス
文
化
と
フ
ラ
ン
ス
的
も
の
の
見
方
を
至
上
視
し
、
そ
の
視
點
よ
り
、
異
文
化
と
異
な
る
も
の
の
見
方

を
、
自
己
中
心
的
に
見
下
し
、
嗤
ふ
傾
向
あ
り
て
、
客
觀
性
に
缺
く
る
嫌
ひ
あ
り
。
我
が
如
き
異
文
化
の

者
、
斯
か
る
フ
ラ
ン
ス
式
ユ
ー
モ
ア
に
對
し
、
時
に
、
不
快
感
を
禁
じ
得
ず
。 

こ
の
週
刊
紙
、
前
名
を
「
ア
ラ
キ
リ
」
と
い
ふ
。「
ア
ラ
キ
リ
」
と
は
「
ハ
ラ
キ
リ
」
、
つ
ま
り
日
本
式

切
腹
の
こ
と
な
り
、
我
、「
ア
ラ
キ
リ
」
時
代
の
記
事
内
容
は
知
ら
ざ
る
も
、
大
方
は
想
像
す
る
を
得
。
我

が
パ
リ
の
大
使
館
勤
務
時
、
時
折
テ
レ
ビ
に
て
、
日
本
を
題
材
と
せ
る
下
劣
な
る
巫
山
戲
番
組
を
見
た
れ

ば
な
り
。 

フ
ラ
ン
ス
の
テ
レ
ビ
の
、
巫
山
戲
番
組
が
一
例
を
擧
ぐ
れ
ば
、
次
の
如
し
。
舞
臺
は
日
本
の
戸
外
な

り
。
遠
く
に
な
だ
ら
か
な
る
山
な
ど
、
如
何
に
も
日
本
ら
し
き
風
景
の
書
き
割
り
あ
り
。
數
人
の
、
藝
者

と
覺
し
き
女
、
何
れ
も
奇
妙
な
る
髪
型
に
て
、
奇
妙
な
る
衣
裳
を
身
に
纏
ひ
（
日
本
髪
や
着
物
の
つ
も
り

な
ら
む
も
似
て
も
似
つ
か
ず
、
い
か
に
も
安
っ
ぽ
し
）、
喜
劇
的
身
振
り
に
て
登
場
、
互
ひ
に
掴
み
合
ひ
の

喧
嘩
を
な
す
。
そ
こ
へ
フ
ラ
ン
ス
人
の
男
一
人
登
場
す
れ
ば
、
女
た
ち
は
皆
男
に
媚
び
、
追
ひ
駈
け
、
し

な
だ
れ
掛
か
ら
ん
と
す
。
舞
臺
替
り
、
木
と
紙
の
粗
末
な
る
家
の
室
内
に
、
藝
者
等
、
幾
つ
か
の
樂
器
を

演
奏
す
。
戸
外
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
男
來
た
り
て
、
室
内
の
藝
者
等
と
、
窗
越
し
に
言
葉
を
交
は
す
。
男
室

内
に
入
ら
ん
と
し
、
女
た
ち
は
門
口
に
廻
れ
と
言
ふ
も
、
男
、
窗
の
横
の
壁
を
蹴
れ
ば
、
紙
と
木
の
壁



は
、
脆
く
も
倒
れ
、
男
は
土
足
に
て
、
室
内
に
上
が
り
込
め
ば
、
藝
者
等
皆
樂
器
を
棄
て
、
亦
男
を
追
ひ

駈
く
、
等
々
。 

こ
の
番
組
、
視
聽
率
高
き
時
間
に
放
映
せ
ら
る
れ
ば
、
日
本
人
と
日
本
の
文
化
に
對
す
る
侮
蔑
的
扱
ひ

に
、
我
、
不
快
感
を
覺
え
た
り
。
さ
れ
ば
日
本
大
使
館
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
國
營
テ
レ
ビ
局
に
抗
議
す
べ

し
と
考
へ
、
抗
議
文
を
起
草
し
、
大
使
館
内
の
決
裁
を
得
む
と
す
れ
ど
、
下
劣
な
る
テ
レ
ビ
番
組
に
一
々

抗
議
す
る
は
、
大
人
氣
な
し
と
て
、
上
司
の
承
認
を
得
ら
れ
ず
終
り
ぬ
。 

「
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ド
事
件
」
に
戻
ら
ば
、
こ
の
週
刊
紙
、
屡
々
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
豫
言
者
ム
ハ
ン
マ

ド
を
、
揶
揄
・
嘲
笑
せ
る
記
事
と
、
ム
ハ
ン
マ
ド
が
戲
畫
を
掲
載
せ
り
と
傳
ふ
。
人
知
る
如
く
、
イ
ス
ラ

ム
教
に
て
は
、
偶
像
崇
拝
を
排
す
る
に
よ
り
、
ム
ハ
ン
マ
ド
に
畫
像
無
し
。
ム
ハ
ン
マ
ド
が
戲
畫
を
掲
載

せ
る
は
、
畫
像
も
て
ム
ハ
ン
マ
ド
を
表
現
せ
る
と
、
表
現
の
戲
畫
な
る
と
、
二
重
の
侮
辱
な
れ
ば
、
之
に

憤
激
せ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
系
フ
ラ
ン
ス
人
兄
弟
（
事
件
後
逃
亡
中
射
殺
）、
編
集
會
議
開
催

中
の
同
紙
編
集
部
を
襲
撃
し
、
會
議
出
席
者
の
編
集
者
、
記
者
、
諷
刺
畫
家
、
警
官
（
こ
は
皮
肉
に
も
イ

ス
ラ
ム
教
徒
な
り
き
）
等
十
二
名
を
、
射
殺
せ
り
。 

我
が
パ
リ
大
使
館
に
勤
務
せ
る
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
し
て
、
二
〇
一
五
年
の
事
件
ま
で
、
半
世
紀
以

上
を
經
過
す
れ
ば
、
上
記
「
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ド
」
の
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
に
對
す
る
揶
揄
的
記
事
の
、
根

底
に
在
る
フ
ラ
ン
ス
的
差
別
意
識
は
變
ら
ね
ど
、
フ
ラ
ン
ス
社
會
に
、
事
件
發
生
前
は
、
シ
ラ
ク
大
統
領

の
「
危
険
な
ま
で
に
感
情
を
刺
激
す
る
明
ら
か
な
挑
發
」
な
り
と
批
判
せ
る
等
、
良
識
も
亦
育
ち
た
り
。 

さ
れ
ど
フ
ラ
ン
ス
全
體
と
し
て
は
、
事
件
前
と
て
、
シ
ラ
ク
の
如
き
發
言
は
極
少
數
に
し
て
、
大
方
は

「
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ド
」
が
イ
ス
ラ
ム
蔑
視
記
事
に
同
調
す
。
況
し
て
事
件
發
生
後
は
、
事
件
の
衝
撃
強

烈
に
し
て
、
十
二
人
に
昇
り
し
犠
牲
者
を
悼
む
餘
り
な
ら
む
も
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
、
恰
も
十
二
人
の
犠

牲
者
等
、「
言
論
の
自
由
」
が
た
め
に
戰
ひ
て
、
殉
教
せ
る
戰
士
な
る
が
如
く
、
英
雄
視
せ
る
言
論
一
色
と

な
れ
り
。 

事
件
を
起
こ
し
た
る
犯
人
の
行
動
は
、
明
ら
か
な
る
テ
ロ
な
れ
ば
、
之
を
非
難
す
る
は
當
然
な
る
も
、

さ
り
と
て
ロ
ー
マ
教
皇
の
述
べ
た
る
如
く
、「
あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
は
尊
嚴
あ
り
」、「
他
人
の
宗
教
を
侮
辱
・

嘲
笑
」
す
る
は
控
ふ
べ
し
と
す
る
が
、
本
來
の
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
平
素
標
榜
す
る
理
性
的
態
度
な
ら
む
。 

さ
れ
ど
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
、
國
を
擧
げ
て
、
異
常
な
る
興
奮
状
態
に
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
・
イ
ス

ラ
ム
教
徒
に
對
す
る
非
難
・
攻
撃
・
嫌
が
ら
せ
、
全
土
に
相
繼
ぐ
。
斯
か
る
情
況
下
に
、
理
性
的
態
度
を

標
榜
せ
ば
、
袋
叩
き
に
逢
ひ
た
る
こ
と
必
定
な
り
け
む
と
は
、
日
本
に
て
も
良
く
知
ら
れ
た
る
フ
ラ
ン
ス

知
識
人
が
言
な
り
。 



フ
ラ
ン
ス
が
異
常
な
る
興
奮
状
態
、
今
も
續
け
る
に
や
、
本
年
も
一
中
學
教
師
、「
表
現
の
自
由
」
の
授

業
の
題
材
な
り
と
て
、「
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ド
」
掲
載
の
畫
像
を
使
ひ
、
一
部
の
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
な
ら
む

父
兄
を
憤
激
せ
し
め
、
ロ
シ
ア
人
イ
ス
ラ
ム
教
徒
よ
り
殺
害
せ
ら
る
。 

下
層
イ
ン
テ
リ
階
層
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
、
斯
く
自
ら
の
文
化
的
・
宗
教
的
差
別
意
識
を
、
反
省
は
愚
か
、

氣
附
く
こ
と
毫
も
無
く
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
侮
辱
す
る
を
、「
自
己
中
心
的
に
」、
當
然
の
「
言
論
の
自
由
」

な
り
と
言
ひ
募
る
こ
そ
、
フ
ラ
ン
ス
乃
至
フ
ラ
ン
ス
人
の
差
別
の
あ
り
方
な
ら
め
。 

尤
も
「
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ド
」
事
件
の
發
生
當
時
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
み
な
ら
ず
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
圓

に
、「
近
代
」
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
價
値
へ
の
、
固
執
と
執
着
の
情
念
を
、
惹
起
せ
る
が
如
く
、
英
國
首
相
す

ら
、
上
の
ロ
ー
マ
教
皇
の
言
に
反
對
意
見
を
述
べ
た
り
。
之
に
對
し
ア
メ
リ
カ
の
輿
論
、
冷
靜
に
事
態
に

對
應
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
情
念
に
、
同
調
せ
ざ
り
し
は
流
石
な
り
。 

（
令
和
二
年
十
月
二
十
四
日
受
附
） 


